
 

0

500

1000

1500

2000

2500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

平成29年度 第1回 みえスタディ・チェック 小4 算数 

0

500

1000

1500

2000

2500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

平成29年度 第1回 みえスタディ・チェック 小5 算数 

0

500

1000

1500

2000

2500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

平成29年度 第2回 みえスタディ・チェック 小5 算数 

Ⅱ 平成２9年度みえスタディ・チェック結果の分析報告（小学校算数） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 
平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 量と測定 図形 数量関係 

第 4学年第 1回 62.８％ 3.4％ 80.0% 54.8% 46.4％ 59.6% 

第 5学年第 1回 68.1% 4.4% 75.1% 49.3% 73.1% 77.0% 

第 5学年第 2回 54.8% 4.3% 51.1% 60.3% 42.3% 55.5% 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 結果から見られる強みと弱み 

          （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

 

 

 

 強み（相当数の児童ができている点） 弱み（課題のある点） 

第
４
学
年 

第
１
回 

１（１） 
 

 
 
１（３） 
 

 
 

◎繰り上がりのある加法「（3位
数）＋（３位数）」の計算をす
ること。 

 
◎余りのある除法「（2位数）÷
（1 位数）」の計算をするこ
と。 

３（２） 
 
 
 
 
４（２） 
 
 
 

☆与えられた情報を基に、示さ
れた事柄が成り立つかどうか
を判断し、その理由を記述す
ること。 

 
☆正三角形を作成する方法を理
解し、正三角形の特徴を記述
すること。（無解答率も高い）
【問題掲載】 

第
５
学
年 

第
１
回 

１（１） 
 

 
４（１） 
 

 
 

◎（  ）を用いた整数の計算
をすること。 

 
○２つの観点から分類整理され
た表の意味を理解すること。 

４（２） 
 
 
 
５（２） 
 
 
 

☆表から適切な数値を求め、問
題解決の方法を記述するこ
と。 

 
☆示された情報を基に筋道を立
てて考え、問題解決の方法を
言葉や式を用いて記述するこ
と。（無解答率も高い）【問題
掲載】 

第
５
学
年 
第
２
回 

 １（１） 
 

 
２（２） 
 

 
 

○工夫された棒グラフの数値を
正しく読むこと。 

 
◎資料を二つの観点から分類整
理し、二次元表に表すこと。 

３（２） 
 
 
 
 
４（１） 
 
４（２） 
  ② 
 
 
５（２） 

☆目的に応じて、複数の情報の
中から必要な情報を選択し、
判断の理由を記述すること。 

 
○操作の意図を正三角形の構成
要素と対応させること。 

 
◎示された考え方を解釈し、そ
の考え方を用いて問題を解決す
ること。 
 
☆棒グラフと折れ線グラフの両
方が示されたグラフから必要
な情報を読み取り、それを根
拠に示された事柄が正しくな
い理由を記述すること。 



 

 

３ 特に課題が見られる問題 

 第４学年第 1 回 ４（２）の問題 （平均正答率：25.2％）               

 作成する方法と正三角形の特徴を関連付けて考える 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜解答類型別正答率＞  

問題番号 解答類型 正答 
正答率 
誤答率 

４ （２） （正答の条件）   

  ３つの辺の長さが等しい（同じである）ことを書いている。   

  
（正答例） 
・例１ ３つの辺の長さが等しい 
・例２ すべての辺の長さが等しい 

 
 

  1 ３つの辺の長さが等しい     と解答しているもの ◎ 13.5％ 

  2 すべての辺の長さが等しい    と解答しているもの ○ 11.7％ 

  3 ３つの角の大きさが等しい    と解答しているもの  4.2％ 

  9 上記以外の解答  55.2％ 

  0 無解答  15.4％ 

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

示された作成方法から図形の特徴を捉え示すことができるようにする 



 

この問題では、正三角形の特徴を理解した上で、以下の内容を理解できているかを把握
する必要があります。 

○折って重なる図形について、 

・重なった部分の長さ、角度が等しいこと 

 

○折り紙の 1辺の両端以外の頂点の求め方（折り方） 

・底辺とする 1辺に対して垂直に半分に折ることの意味 

 

・半分に折った折り目の上に、 

底辺とする 1辺の両端の頂点を 

とることの意味 

 

 

授業では、実際に紙を折って正三角形を作成したり、コンパスを用いて作図したりする

活動を通して、正三角形になる理由を、今までに学習してきたことと照らし合わせ、自ら

発見し、言葉で表現し伝え合う活動が大切です。また、紙を折ってその意味を考える活動

では、紙を折って重なった辺の部分に色を塗り、重なったことの意味を意識できるように

することがポイントです。 

 

＜関連するワークシート＞ 

 授業改善サイクル支援ネットの活用  

平成 2５年度 全国学力・学習状況調査問題より作成したワークシート 

 正方形 で検索 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 5 学年 第 1 回 5（２）の問題 （平均正答率：10.5％）            

必要な情報を読み取り問題解決の方法を考える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

＜解答類型別正答率＞ 

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、数、式、図を

用いたりして考え、説明する活動を取り入れる 
 

長方形を組み合わせた図形（L字型、凹字型などの図形）の面積を求める場合は、どの

ような正方形や長方形の組み合わせで形成されているかを考える活動が考えられます。そ

の際、長方形などの面積や長さなどから必要な情報を読み取り、図形の面積を求める活動

が考えられます。 

授業では、例えば、左下のような L 字型の図形を、次の(あ)～(う)のような組み合わせ

で形成されていると考え、言葉、数、式、図を用いて面積の求め方を説明する活動が考え

られます。 

(あ)                (い)         (う)  

 

 

問題番号 解答類型 正答 
正答率 
誤答率 

５ （2） (正答の条件)   

  

次の(ア)、(イ)、(ウ)を書いている。 
(ア) ①と②と③の面積の合計が 42cm2であること。 
(イ) ②と③の面積の合計が 22cm2であること。 
(ウ) (ア)、(イ)から①の面積が 20cm2であることと、①

の縦の長さが４(cm)であること。 

 

 

  

(正答例) 
例 ①と②と③の面積の合計が 42cm2で、②と③の面積の
合計が 22cm2だから、①の面積は、42－22＝20(cm2）
となります。 
①のたての長さは６－２＝４(cm)    (解答類型１) 

 

 

  1 (ア)、(イ)、(ウ)または(イ)、(ウ)を書いているもの ◎ 10.5% 

  2 
(ア)、(イ)を書いているもの 
例 ①と②と③の面積の合計が 42cm2 で、②と③の面
積の合計が 22cm2だから。 

 4.0% 

  3 

(ア)、(イ)、(ウ)または、(イ)、(ウ)を書いてあるが、数
値に誤りがあるもの 
例 ①と②と③の面積の合計が 42cm2 で、②と③の面
積の合計が 22cm2 だから、①の面積は、42－22＝
21(cm2)となり、①のたての長さは６－２＝４(cm) 

 1.8% 

  9 上記以外の解答  53.4% 

  0 無解答  30.2% 



 

＜関連するワークシート＞ 

 授業改善サイクル支援ネットの活用  

平成 22年度 ４年 面積③ 

 面積 で検索 

 

 

 

 

 

 


